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の分布を説明できる可能性を模索している [3，4] 4. 
R2 項を持った 2次元量子重力模型において Kawai-N akayamaの結果と MINBU分析から，
MINBU(最小の境界を 1つ持った単連結の 2次元面)の分布関数が得られる;
州 x) '^ Nw x1'o-2 exp [-:] 
np(x) ，. Np xγ∞ 2 forω く Zく∞.
(1) 
(2) 
for 0 :$ x三ω，
ここで，XはMINBUの面積，nw，npはそれぞれ面積 Zの MINBUの状態数，NwとNpは規
格化定数である5 指数γ∞と γoはモデノレの詳細から決まる定数である.そして， ωが典型的なス
ケーIレとみなせる次元を持ったパラメータであり，ワイプルスケーノレと呼ぶ.ワイプルスケール却
によって MINBUの分布状態が (1)の非フラクタル分布と (2)のフラクタ/レ分布，すなわちベキ分
布に分かれることがわかる.ワイプルスケーノレの{直はデータフィットから得られる.
ワイプルスケーノレと系の平均値との相関関係は
e r(← γ0，1) +士 1-'Yr"Cl 
((Xm三)x) でw+ J<.:JVxm 
e r (1-1'0， 1)+ 1え -ioo (3) 
と与えられるととがわかる (4].ここでr(リ)は不完全ガンマ関数r(叩)= g'odt e-t tZー 1であ
り，xmは MINBU数の最小限方向のカットオフである.
実際の個人所得データの分布を調べる際に，モデルのパレート指数を決める必要が生じる.ここ





5面積 Aの2次元面に面積 Bの MINBUが存在している場合を想定しており x=(l-B/A)Bである.







(Xm 三)x)w+p ，. 0.980切十2品目 (4) 
と得られ， 1968年から 2000年の期間においても成立することがわかる(図 1).パプ‘ノレ期間 (1987
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企 (w，CPI) (92-00) 
図 1:ワイプルスケーノレと平均値 図 2:ワイプルスケーノレと CPIの相関関係、
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